
 

 

  
      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

41 号 

発行日 2018 年 6 月   特定非営利活動法人ふれあい 
〠306-0044 茨城県古河市新久田２７１－１ 古河福祉の森会館内 
☎／fax0280-48-5878   e-mail info@fureai-net.org   http://fureai-net.org 

1 ４ 

暑い日が続くなか、ほっと cafe も夏メニューが登場。新メニューも増えました。 

デザートの売れ行きも好評です。ぜひご来店ください。 

7 月よりランチが 30 食限定となりま

す。ご予約は 11 時 30 分までで、そ

れ 7 以降はお受けできませんのでご

注意ください。 

終了しました 

特定非営利活動法人ふれあい 第 10 回通常総会 
 

・平成３０年５月２３日（水）古河福祉の森会館２階創作室 1 号にて 

・出席者３０名（内委任状９名） 

 

来賓に茨城県精神保健福祉会連合会 大木 広監事、茨城県古河保健所 

海老原佳之課長をお迎えしました。 

昨年度の報告と本年度の計画を審査していただき、滞りなく終了いたし

ました。 

参加していただきました会員の皆様ありがとうございました。 

  

昨年度１０周年をむかえられて、益々会員

の皆様が一丸となって次にステップアップし

ている中、理事長さんよりお話を頂き、皆目

見当が付きませんが、Ｈ30 年度より財務担当

を引き受けさせて頂きました。先輩の中村さ

ん、武田さんにご指導をして頂きながら一日

も早く、皆様と共に活動が出来る様に、微力

ながら協力させて頂きますので、ご指導の程

よろしくお願いいたします。 

理事 平野正子 

 

今年度からふれあいの監事になり、今まで

知らなかったことばかりです。理事の皆様、

ふれあいの関係者の人達と接し改めて、自分

の未熟さを感じました。私自身の出来る事か

ら協力し、少しでも役に立てたら幸いです。

先日、畑に行って草取りを手伝い心身共にリ

フレッシュ出来ました。 

          監事 井上美知江 

新任の理事・監事の紹介 

平成 30 年 5 月 24 日（木） 茨城県精神保健福祉会連合会 総会 

 

茨城県連の総会があり、ふれあいと家族会から２名が出席しました。 

古池会長のあいさつの後、県福祉課長・精神保健福祉センター長のあいさつ

があり県内家族会の代表が多数集まり盛況でした。内容は昨年度の事業報告と

Ｈ30 年度の計画についての報告がありました。現在の県連の参加団体は 

地方家族会１８   病院家族会１  ＮＰＯ法人７ 

 

会長会議は都合で出席できませんでした。内容はマル福運動についての説明

と茨城県への陳情書に対する県からの回答についてなど。      （Ｍ） 
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理事会報告 
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日 時 主 な 内 容 

５月 ８日（火） ふれあいの運営状況    役割分担報告    

総会の最終準備   情報交換 

６月１５日（金） ふれあいの運営状況    役割分担報告  

今後の事業計画  情報交換 

3 

ＮＰＯ法人ふれあい 地域活動支援センターふれあい 

図図工工のの時時間間  

Enjoy sports 

ふれあいではメンバー同士だけでなくいろい

ろな方とスポーツを楽しんでいます。 

最近では古身連のみなさまのバドミントンや

卓球に参加させていただいています。 

車椅子の方々の華麗なスマッシュにふれあい

のメンバーも感動し「すごい、すごい」を連発。

心地よい汗をながしました。 

バドミントンや卓球が苦手なメンバーは館内

や階段を歩く歩行訓練、ストレッチ、ボールを使

ったゲームを行っています。 

 

今回の絵手紙はいつもと違う手法

で描きました。 

まずクレヨンで線画を描き、線の

中に水を塗ってから顔彩をポンポ

ンと落とすように色を付けて行く

手法です。クレヨンが水を弾くた

め線画の中で水や顔彩の量の調整

ができ、またクレヨンの色によっ

て表情が変わるため墨とは違った

柔らかな印象に仕上がる点が特徴

です。 

初めてのやり方で戸惑う場面もあ

りましたが、グラデーションや発

色のきれいな作品が出来上がりま

した。            （Ｈ） 

ホットケーキにチョコレートソー

スやジャム、ホイップクリームで好き

なデコレーションをしたあと、正しい

ナイフとフォークの使い方の練習を

しました。 

Enjoy Lunch 

6 月 25 日、今年一番の猛暑だとラジオで流れた日、

近所のファミレス・ジョイフルにランチを食べに行

きました。散歩しながらの予定が猛暑のため車で移

動。 

各テーブルにリーダーを決 

めオーダーや会計をしてもら 

いました。ドリンクバーで喉 

を潤しながら沢山のお喋りを 

楽しみました。 

古身連の方々とダブルス 

しりとりをしながらボールを

回すストレッチ 

Enjoy Dance 

古河保健所の依頼で 6/6 筑波大学医

学群看護学類４年生 3 名と６/21 筑波大学医学群

医学類 4 年 3 名が「地域で生活する心の病を持つ

方の社会生活への適応訓練を見学することによ

り、保健福祉の現状を学ぶ」の実習にいらっしゃ

いました。看護学生とは内職とお茶の時間を一緒

過ごし、医大生とは給食会とホールでスポーツを

楽しみました。ホールでは医大生の小出さんにチ

アダンスを教えて貰いました。 

平成 30 年 6 月 7 日 茨城県精神障害者支援事業所協会 

第２回 活動支援部会 『日々の活動での相談（の受け方）』 研修 

報告 

今回の研修会では、相談支援に大切な様々な事をより詳しく教えていただきました。日々の活動で、

通所生の方々の希望・選択を尊重し、自己決定を支えられているのか、改めて学ぶこと出来ました。

私自身、自分の聞きたい事を聞くのではなく、通所生の方々の言いたい事、伝えたい事をより良く聞

くことで、考え方を尊重し、希望する支援に結び付けていきたいと思います。      （S） 

 

日々多くの相談を受けるなかいつも思うことがある。「誘導尋問になっていないか？」「自分の固

定観念ではないか？」と。相談者の自己決定をどう実現するのか探りながら葛藤している。 

対面だけでなくメールや雑談、交換ノート等を通してその人の言葉に耳を傾ける存在でありたい。

今回の講演を拝聴し、相談の基本であり忘れがちな「受容」「傾聴」、「個別性の尊重」を改めて考え

る事ができた。   （Y） 

皆様にお願いした署名の数は茨城県全体では２０，５８０筆、ふれあいと家族会では５３７筆

になりました。ご協力ありがとうございました。 

・精神障害者の 1 級から 2 級までマル福を実施するには、茨城県の条例や４４市町村の条例の改

定等が必要です。財源の問題もあります。 

・５月２９日（火）には県連役員６名が大井川茨城県知事と面談しました。 

・茨城県連ではさまざまな会合・機会にマル福運動を進めています。 

・マル福の請願書の提出は９月の県議会を予定しています。 

引き続き皆様の応援をよろしくお願いします。     

 

マル福の進展状況 


